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銀河系の星団の年齢、距離と金属量を決定することにより、銀河系の星形成史、銀河系内の金属量の分布、ま
た化学進化について重要な手がかりを得ることができる。球状星団によって銀河形成初期 (150億～120億年前)
の、そして散開星団によって最近の数億年の間については観測が可能である。しかし、その間の銀河系の歴史の
ほとんどといってもよい長い期間にわたる進化の観測を可能にする中間年齢の星団は、年齢が決定されている約
500個の散開星団の中でも Frielらによって 40個程度見つけられているだけである。しかしまだ半数以上の散開
星団は年齢が確定していないため、それらの測光サーベイ観測により中間年齢の星団を相当数増やし銀河系の進
化についてより確実な描像を与えることが重要である。

2001年秋期年会 R04bではそのような探査の最初の結果として、2000年 11月～2001年 3月にぐんま天文台
65cm望遠鏡と空冷CCDカメラAP7を用いて測光観測した反銀河中心方向の 14個の星団について年齢分布を報
告した。これらの星団はその中心集中度や richnessといった形態パラメーターにおいて、Frielによる中間年齢の
散開星団と同じパラメーターをもつ星団である。その主な結果は、若い球状星団に相当する年齢の星団は見つか
らなかったが、13個については年齢が 10～35億年であること、数個の星団は銀河円盤の相当外部に位置するに
もかかわらず (金属量の決定精度は高くないものの)かなりmetal-richらしいことであった。今回は引続き、2000
年 11月～2001年 6月に観測した 13個の星団について年齢分布を報告する。今回のサンプルも中間年齢のものが
ほとんどであるが、ヒヤデス程度の年齢の星団 (6～7億年)も 3個含まれている。


